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はじめに

私たちは東京藝術大学デザイン科オルタナティブデザイン研究室の

修士１、２年生です。

箭内道彦教授が率いる研究室で学んでいる、学生６名によって構成

されています。

今回の復興支援事業がきっかけでご縁のできた福島県霊山町掛田地

区との交流を通して見えてきたことをもとに、「かけだ」を盛り上

げる施策を考え、ともに走り出すための第一歩を踏み出しました。

この活動報告書では、その第一歩までの活動を記し、今後に向けて

の展望まで言及していくものになります。

リニューアルされた駅に設置されたチンチン電車
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地域の内側の温度を上げる

2 年目を迎えた当プロジェクトは地域の寂しさを感じる課題に立ち

向かい、昨年度までの外向きの PR から一転、地域内部の活性化に

焦点を当てたところから、新たなアイデアが生まれました。

今年度の活動は、リニューアルされた掛田駅に設置された使われ

なくなったチンチン電車を活用することから発端。これに乗じて

地域盛り上げを図るアイデアが模索されました。その結果、「かけ

まるプロジェクト」が誕生し、地域の人たちが参加する「かけま

るワークショップ」を開催する運びとなりました。
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調査概要

Zoom会議を数回重ねたのち、以下の２泊３日の日程で実施。

６人のメンバーで現地へ赴き調査しました。

工程表

9/29

14：00 霊山中央交流館着 休憩・日程説明

15：00 掛田街並み視察 河城屋・岩城呉服店・トマト

17：00～18：00 ヨッテミで商業者との懇談

18：10 霊山中央交流館で会食・自治協議会との交流

19：00～19：30 霊山太鼓遠征組見学・体験

19：30 「とまっぺ」へ移動チェックイン

9/30

8：00 朝食

9：00 移動・農家視察と懇談

12：00 道の駅で昼食 ゆっくり昼食後道の駅自由に見学

13：30 施設見学 Mt.霊山（子供の村）・茶臼山

17：00 霊山中央交流館で休憩

18：00 会食・掛田自治協議会との交流（高校生も参加）

      3 班に分かれ交流

20：00 「とまっぺ」へ移動・宿泊

10/1

9：00  付近にある旧亀岡家住宅見学

10：30 「とまっぺ」出発

11：35 福島駅発高速バス

・zoom でのヒアリングと施策提案を重ねた。

・12/22-23 １泊 2 日で現地見学、交流、ワークショップの開催。
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集落活性化案
Zoomで話は聞いていましたが、実際に現地に行ってみると子供が

少ない、人が集う場所が少ないなど、解決の難しい大きな課題が潜

んでいることを肌で感じました。

しかし、それらを真正面から受け止めて解決していくにはとても長

い道のりが必要で、高い壁です。

知れば知るほど、考えれば考えるほど難しいことばかりで悩んでし

まいますが、マイナスに目を向けるだけではなく、魅力だと思って

いた掛田に住んでいる方々の個性の豊かさ、パワフルさ、温かさと

いうプラスの部分にスポットライトを当てることもできるはずで

す。

他にも名産など魅力はありますが、まずは魅力的な掛田の方々を知

ってもらうことから掛田に興味を持ってもらい、知ってもらい、

「応援」してもらうことが大切だと考えました。

応援してもらうためには応援してくれる人のためのファングッズは

欠かせません。
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ワークショップでは、街の歴史やキャッチコピーの要素を取り入

れ、テーマを「まる」に設定。掛田周辺の学校などと協力し、参

加者が描いた「丸」が集まり、最終的に 499 個もの丸が生まれま

した。次に、これらの丸を使用して街のシンボルフラッグを制作

するステップが実施されます。
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集落活性化案
Zoomで話は聞いていましたが、実際に現地に行ってみると子供が

少ない、人が集う場所が少ないなど、解決の難しい大きな課題が潜

んでいることを肌で感じました。

しかし、それらを真正面から受け止めて解決していくにはとても長

い道のりが必要で、高い壁です。

知れば知るほど、考えれば考えるほど難しいことばかりで悩んでし

まいますが、マイナスに目を向けるだけではなく、魅力だと思って

いた掛田に住んでいる方々の個性の豊かさ、パワフルさ、温かさと

いうプラスの部分にスポットライトを当てることもできるはずで

す。

他にも名産など魅力はありますが、まずは魅力的な掛田の方々を知

ってもらうことから掛田に興味を持ってもらい、知ってもらい、

「応援」してもらうことが大切だと考えました。

応援してもらうためには応援してくれる人のためのファングッズは

欠かせません。

フラッグは商店街の街灯 70 基に掲示され、デザインは元々の街の

キャッチコピーである「幸せの数珠つなぎ」に基づき、街全体が

連結して電車を形成する構想です。自分の描いた丸を探す楽しみ

も加わり、地域全体が自分ゴトとして一丸となる雰囲気を醸し出

すことを狙いとしています。掛田を訪れる人にもキャッチーで親

しみやすい新たな地域アイコンとして成長していく可能性を秘め

ているのではないかと思います。
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おわりに
今年度はおもに交流を深め、課題を自分たちの中で定義する段階で

したが、来年度からは形として定着させ完成したものをもとに更な

る交流の輪を広げていき、掛田の方々の魅力、掛田そのもののさま

ざまな魅力をどんどん発信していけるよう、いっそう活動を活発に

していけたらと思います。

2023 年 2月 28日

最後に、今回のプロジェクトの中で最も大きな成果と捉えている

のは、地域の課題に対するアイデアが形を変えながらも成長し、

地域住民の方々を巻き込み、つながりを新たに生み出す大きなプ

ロジェクトへと発展したことです。そしてこれは地域の方々のご

協力あってこそのものでした。お力添えくださった方々に感謝申

し上げます。

福島民報に掲載された記事


